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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルカリ金属、アルカリ土類金属又はアルミニウムをカチオンとする塩と、ヘテロ元素
を有する有機溶媒とを含む電解液であって、
　前記電解液の振動分光スペクトルにおける前記有機溶媒由来のピーク強度につき、前記
有機溶媒本来のピークの強度をＩｏとし、前記ピークがシフトしたピークの強度をＩｓと
した場合、Ｉｓ＞Ｉｏであり、
　前記塩のアニオンの化学構造が下記一般式（１）、一般式（２）、一般式（３）、Ｃｌ
Ｏ４、ＰＦ６、ＡｓＦ６、ＳｂＦ６、ＴａＦ６、ＢＦ４、ＳｉＦ６、Ｂ（Ｃ６Ｈ５）４、
Ｂ（ｏｘａｌａｔｅ）２、Ｃｌ、Ｂｒ又はＩで表され、
（Ｒ１Ｘ１）（Ｒ２Ｘ２）Ｎ　　　　　　　　　　　　一般式（１）
（Ｒ１は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　Ｒ２は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　また、Ｒ１とＲ２は、互いに結合して環を形成しても良い。
　Ｘ１は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲａＰ＝Ｏ、ＲｂＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
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　Ｘ２は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｃＰ＝Ｏ、ＲｄＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄは、それぞれ独立に、水素、ハロゲン、置換基で置換されてい
ても良いアルキル基、置換基で置換されていても良いシクロアルキル基、置換基で置換さ
れていても良い不飽和アルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル
基、置換基で置換されていても良い芳香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、
置換基で置換されていても良いアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アル
コキシ基、置換基で置換されていても良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても
良い不飽和チオアルコキシ基、ＯＨ、ＳＨ、ＣＮ、ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　また、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄは、Ｒ１又はＲ２と結合して環を形成しても良い。）
Ｒ３Ｘ３Ｙ　　　　　　　　　　　　一般式（２）
（Ｒ３は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　Ｘ３は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｅＰ＝Ｏ、ＲｆＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｒｅ、Ｒｆは、それぞれ独立に、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアル
キル基、置換基で置換されていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良
い不飽和アルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で
置換されていても良い芳香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換
されていても良いアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置
換基で置換されていても良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チ
オアルコキシ基、ＯＨ、ＳＨ、ＣＮ、ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　また、Ｒｅ、Ｒｆは、Ｒ３と結合して環を形成しても良い。
　Ｙは、Ｏ、Ｓから選択される。）
（Ｒ４Ｘ４）（Ｒ５Ｘ５）（Ｒ６Ｘ６）Ｃ　　　　　　　　　　　　一般式（３）
（Ｒ４は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　Ｒ５は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　Ｒ６は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
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ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　また、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６のうち、いずれか２つ又は３つが結合して環を形成しても良い
。
　Ｘ４は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｇＰ＝Ｏ、ＲｈＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｘ５は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｉＰ＝Ｏ、ＲｊＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｘ６は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｋＰ＝Ｏ、ＲｌＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｒｇ、Ｒｈ、Ｒｉ、Ｒｊ、Ｒｋ、Ｒｌは、それぞれ独立に、水素、ハロゲン、置換基で
置換されていても良いアルキル基、置換基で置換されていても良いシクロアルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和シ
クロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳香族基、置換基で置換されていても良
い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコキシ基、置換基で置換されていても良
い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても良いチオアルコキシ基、置換基で置換
されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＯＨ、ＳＨ、ＣＮ、ＳＣＮ、ＯＣＮから選択
される。
　また、Ｒｇ、Ｒｈ、Ｒｉ、Ｒｊ、Ｒｋ、Ｒｌは、Ｒ４、Ｒ５又はＲ６と結合して環を形
成しても良い。）
　前記有機溶媒が、テトラヒドロフラン、１，２－ジオキサン、１，３－ジオキサン、１
，４－ジオキサン、２，２－ジメチル－１，３－ジオキソラン、２－メチルテトラヒドロ
ピラン、２－メチルテトラヒドロフラン及びクラウンエーテルから選択されるエーテル類
、ニトリル類、カーボネート類、アミド類、イソシアネート類、エステル類、エポキシ類
、オキサゾール類、ケトン類、酸無水物、スルホン類、スルホキシド類、ニトロ類、フラ
ン類、環状エステル類、芳香族複素環類、複素環類、又は、リン酸エステル類であること
を特徴とする電解液（ただし、前記塩としてＬｉＮ（ＳＯ２ＣＦ３）２及び前記有機溶媒
としてアセトニトリルを含む電解液を除く。）。
【請求項２】
　前記Ｉｓと前記Ｉｏの関係がＩｓ＞２×Ｉｏである請求項１に記載の電解液。
【請求項３】
　アルカリ金属、アルカリ土類金属又はアルミニウムをカチオンとする塩と、ヘテロ元素
を有する有機溶媒とを含む電解液であって、
　前記塩１モルに対する前記有機溶媒のモル範囲が、１．１モル以上３．５モル未満であ
り、
　前記塩のアニオンの化学構造が下記一般式（１）、一般式（２）、一般式（３）、Ｃｌ
Ｏ４、ＰＦ６、ＡｓＦ６、ＳｂＦ６、ＴａＦ６、ＢＦ４、ＳｉＦ６、Ｂ（Ｃ６Ｈ５）４、
Ｂ（ｏｘａｌａｔｅ）２、Ｃｌ、Ｂｒ又はＩで表され、
（Ｒ１Ｘ１）（Ｒ２Ｘ２）Ｎ　　　　　　　　　　　　一般式（１）
（Ｒ１は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　Ｒ２は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
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良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　また、Ｒ１とＲ２は、互いに結合して環を形成しても良い。
　Ｘ１は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲａＰ＝Ｏ、ＲｂＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｘ２は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｃＰ＝Ｏ、ＲｄＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄは、それぞれ独立に、水素、ハロゲン、置換基で置換されてい
ても良いアルキル基、置換基で置換されていても良いシクロアルキル基、置換基で置換さ
れていても良い不飽和アルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル
基、置換基で置換されていても良い芳香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、
置換基で置換されていても良いアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アル
コキシ基、置換基で置換されていても良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても
良い不飽和チオアルコキシ基、ＯＨ、ＳＨ、ＣＮ、ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　また、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄは、Ｒ１又はＲ２と結合して環を形成しても良い。）
Ｒ３Ｘ３Ｙ　　　　　　　　　　　　一般式（２）
（Ｒ３は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　Ｘ３は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｅＰ＝Ｏ、ＲｆＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｒｅ、Ｒｆは、それぞれ独立に、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアル
キル基、置換基で置換されていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良
い不飽和アルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で
置換されていても良い芳香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換
されていても良いアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置
換基で置換されていても良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チ
オアルコキシ基、ＯＨ、ＳＨ、ＣＮ、ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　また、Ｒｅ、Ｒｆは、Ｒ３と結合して環を形成しても良い。
　Ｙは、Ｏ、Ｓから選択される。）
（Ｒ４Ｘ４）（Ｒ５Ｘ５）（Ｒ６Ｘ６）Ｃ　　　　　　　　　　　　一般式（３）
（Ｒ４は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　Ｒ５は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　Ｒ６は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
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れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　また、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６のうち、いずれか２つ又は３つが結合して環を形成しても良い
。
　Ｘ４は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｇＰ＝Ｏ、ＲｈＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｘ５は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｉＰ＝Ｏ、ＲｊＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｘ６は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｋＰ＝Ｏ、ＲｌＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｒｇ、Ｒｈ、Ｒｉ、Ｒｊ、Ｒｋ、Ｒｌは、それぞれ独立に、水素、ハロゲン、置換基で
置換されていても良いアルキル基、置換基で置換されていても良いシクロアルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和シ
クロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳香族基、置換基で置換されていても良
い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコキシ基、置換基で置換されていても良
い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても良いチオアルコキシ基、置換基で置換
されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＯＨ、ＳＨ、ＣＮ、ＳＣＮ、ＯＣＮから選択
される。
　また、Ｒｇ、Ｒｈ、Ｒｉ、Ｒｊ、Ｒｋ、Ｒｌは、Ｒ４、Ｒ５又はＲ６と結合して環を形
成しても良い。）
　前記有機溶媒が、テトラヒドロフラン、１，２－ジオキサン、１，３－ジオキサン、１
，４－ジオキサン、２，２－ジメチル－１，３－ジオキソラン、２－メチルテトラヒドロ
ピラン、２－メチルテトラヒドロフラン及びクラウンエーテルから選択されるエーテル類
、ニトリル類、カーボネート類、アミド類、イソシアネート類、エステル類、エポキシ類
、オキサゾール類、ケトン類、酸無水物、スルホン類、スルホキシド類、ニトロ類、フラ
ン類、環状エステル類、芳香族複素環類、複素環類、又は、リン酸エステル類であること
を特徴とする電解液（ただし、前記塩としてＬｉＮ（ＳＯ２ＣＦ３）２及び前記有機溶媒
としてアセトニトリルを含む電解液を除く。）。
【請求項４】
　アルカリ金属、アルカリ土類金属又はアルミニウムをカチオンとする塩と、ヘテロ元素
を有する有機溶媒とを含む電解液であって、
　粘度η（ｍＰａ・ｓ）が１０＜η＜５００の範囲内であり、
　前記塩のアニオンの化学構造が下記一般式（１）、一般式（２）、一般式（３）、Ｃｌ
Ｏ４、ＰＦ６、ＡｓＦ６、ＳｂＦ６、ＴａＦ６、ＢＦ４、ＳｉＦ６、Ｂ（Ｃ６Ｈ５）４、
Ｂ（ｏｘａｌａｔｅ）２、Ｃｌ、Ｂｒ又はＩで表され、
（Ｒ１Ｘ１）（Ｒ２Ｘ２）Ｎ　　　　　　　　　　　　一般式（１）
（Ｒ１は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　Ｒ２は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
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香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　また、Ｒ１とＲ２は、互いに結合して環を形成しても良い。
　Ｘ１は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲａＰ＝Ｏ、ＲｂＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｘ２は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｃＰ＝Ｏ、ＲｄＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄは、それぞれ独立に、水素、ハロゲン、置換基で置換されてい
ても良いアルキル基、置換基で置換されていても良いシクロアルキル基、置換基で置換さ
れていても良い不飽和アルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル
基、置換基で置換されていても良い芳香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、
置換基で置換されていても良いアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アル
コキシ基、置換基で置換されていても良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても
良い不飽和チオアルコキシ基、ＯＨ、ＳＨ、ＣＮ、ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　また、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄは、Ｒ１又はＲ２と結合して環を形成しても良い。）
Ｒ３Ｘ３Ｙ　　　　　　　　　　　　一般式（２）
（Ｒ３は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　Ｘ３は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｅＰ＝Ｏ、ＲｆＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｒｅ、Ｒｆは、それぞれ独立に、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアル
キル基、置換基で置換されていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良
い不飽和アルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で
置換されていても良い芳香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換
されていても良いアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置
換基で置換されていても良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チ
オアルコキシ基、ＯＨ、ＳＨ、ＣＮ、ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　また、Ｒｅ、Ｒｆは、Ｒ３と結合して環を形成しても良い。
　Ｙは、Ｏ、Ｓから選択される。）
（Ｒ４Ｘ４）（Ｒ５Ｘ５）（Ｒ６Ｘ６）Ｃ　　　　　　　　　　　　一般式（３）
（Ｒ４は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　Ｒ５は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
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ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　Ｒ６は、水素、ハロゲン、置換基で置換されていても良いアルキル基、置換基で置換さ
れていても良いシクロアルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和シクロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳
香族基、置換基で置換されていても良い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコ
キシ基、置換基で置換されていても良い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても
良いチオアルコキシ基、置換基で置換されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＣＮから選択される。
　また、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６のうち、いずれか２つ又は３つが結合して環を形成しても良い
。
　Ｘ４は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｇＰ＝Ｏ、ＲｈＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｘ５は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｉＰ＝Ｏ、ＲｊＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｘ６は、ＳＯ２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、ＲｋＰ＝Ｏ、ＲｌＰ＝Ｓ、Ｓ＝Ｏ、Ｓｉ＝Ｏから選
択される。
　Ｒｇ、Ｒｈ、Ｒｉ、Ｒｊ、Ｒｋ、Ｒｌは、それぞれ独立に、水素、ハロゲン、置換基で
置換されていても良いアルキル基、置換基で置換されていても良いシクロアルキル基、置
換基で置換されていても良い不飽和アルキル基、置換基で置換されていても良い不飽和シ
クロアルキル基、置換基で置換されていても良い芳香族基、置換基で置換されていても良
い複素環基、置換基で置換されていても良いアルコキシ基、置換基で置換されていても良
い不飽和アルコキシ基、置換基で置換されていても良いチオアルコキシ基、置換基で置換
されていても良い不飽和チオアルコキシ基、ＯＨ、ＳＨ、ＣＮ、ＳＣＮ、ＯＣＮから選択
される。
　また、Ｒｇ、Ｒｈ、Ｒｉ、Ｒｊ、Ｒｋ、Ｒｌは、Ｒ４、Ｒ５又はＲ６と結合して環を形
成しても良い。）
　前記有機溶媒が、テトラヒドロフラン、１，２－ジオキサン、１，３－ジオキサン、１
，４－ジオキサン、２，２－ジメチル－１，３－ジオキソラン、２－メチルテトラヒドロ
ピラン、２－メチルテトラヒドロフラン及びクラウンエーテルから選択されるエーテル類
、ニトリル類、カーボネート類、アミド類、イソシアネート類、エステル類、エポキシ類
、オキサゾール類、ケトン類、酸無水物、スルホン類、スルホキシド類、ニトロ類、フラ
ン類、環状エステル類、芳香族複素環類、複素環類、又は、リン酸エステル類であること
を特徴とする電解液（ただし、前記塩としてＬｉＮ（ＳＯ２ＣＦ３）２及び前記有機溶媒
としてアセトニトリルを含む電解液を除く。）。
【請求項５】
　ＬｉＢＦ４と、ジメチルカーボネートとを含む電解液であって、ＬｉＢＦ４の濃度が３
．４～５．９ｍｏｌ／Ｌであることを特徴とする電解液。
【請求項６】
　ＬｉＰＦ６と、ジメチルカーボネートとを含む電解液であって、ＬｉＰＦ６の濃度が３
．２～５．３ｍｏｌ／Ｌであることを特徴とする電解液。
【請求項７】
　前記電解液が電池用電解液である請求項１～６のいずれかに記載の電解液。
【請求項８】
　前記電解液が二次電池用電解液である請求項１～６のいずれかに記載の電解液。
【請求項９】
　前記電解液がリチウムイオン二次電池用電解液である請求項１～６のいずれかに記載の
電解液。
【請求項１０】
　前記電解液がキャパシタ用電解液である請求項１～６のいずれかに記載の電解液。
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